
７
月
１
日
の
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
へ
の
出
向
者

内
命
が
全
国
で
延
期
に
な
り
ま
し
た
。

事
業
計
画
が
再
提
出
で
き
ず
、
総
務
省

か
ら
の
認
可
も
下
り
な
い
状
況
で
す
。

何
が
起
き
た
の
か
？

東
京
・
銀
座
局
で
は
、
誰
一
人
Ｊ
Ｐ

Ｅ
Ｘ
に
行
き
た
い
人
は
い
な
か
っ
た
。

当
局
の
『
肩
た
た
き
』
攻
撃
に
は
、
当

該
の
労
働
者
を
先
頭
に
み
ん
な
の
団
結

で
「
出
向
拒
否
」
を
た
た
き
つ
け
ま
し

た
。
「
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
に
は
行
か
な
い
。
こ

れ
ま
で
一
生
懸
命
働
い
て
き
た
。
俺
は

職
場
に
い
ら
な
い
人
間
な
の
か
」
と
い

う
一
言
に
、
課
長
は
ま
と
も
に
答
え
ら

れ
な
か
っ
た
。

東
北
地
方
で
は
、
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
の
Ｓ
Ｄ

ド
ラ
イ
バ
ー
要
員
が
６
月
時
点
で
１
５

０
人
も
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
（
同
じ
東
北
地
方
の
日
通
で
は

４
５
０
人
が
「
余
剰
」
で
リ
ス
ト
ラ
攻

撃
に
あ
っ
て
い
る
！

日
通
の
労
働
者

は
「
競
争
相
手
」
で
は
な
く
共
に
闘
う

仲
間
で
す
）。

ま
た
東
京
の
多
摩
地
区
の
郵
便
局
で

は
、
当
局
の
「
意
向
調
査
」
で
「
現
在

の
職
場
で
引
き
続
き
働
く
」
を
選
択
し

た
非
正
規
職
の
「
意
向
確
認
書
」
を
、

会
社
が
勝
手
に
書
き
換
え
る
事
件
も
起

き
、
怒
り
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

現
場
の
郵
政
労
働
者
は
、
闘
わ
な
い

Ｊ
Ｐ
労
組
執
行
部
に
よ
っ
て
バ
ラ
バ
ラ

に
さ
れ
て
い
る
現
実
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
圧
倒
的
な
労
働
者
が
「
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｘ

反
対
」
「
出
向
拒
否
」
の
意
志
を
貫
い

た
の
で
す
。
ヤ
マ
ト
と
佐
川
で
寡
占
状

か

せ

ん

態
の
宅
配
市
場
に
、
大
恐
慌
の
中
で
割
っ

て
入
る
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
計
画
自
体
の
破
綻
も

は

た

ん

露
わ
と
な
る
中
で
、
現
場
労
働
者
の
怒

り
が
７
月
１
日
の
内
命
を
断
念
さ
せ
た

の
で
す
。

仲
間
の
皆
さ
ん
！

郵
便
事
業
は
、

現
場
が
動
か
な
け
れ
ば
一
枚
の
葉
書
も

届
き
ま
せ
ん
。
こ
の
社
会
を
動
か
し
て

い
る
の
は
資
本
家
や
政
治
家
で
は
な
く
、

私
た
ち
現
場
の
労
働
者
で
す
。
経
営
者

や
管
理
職
は
一
つ
の
小
包
も
運
べ
な
い
。

一
円
の
利
益
も
生
み
ま
せ
ん
。
彼
ら
が

「
要
員
」
と
呼
ぶ
生
き
た
労
働
者
が
確

保
さ
れ
な
け
れ
ば
机
上
の
空
論
で
す
。

だ
か
ら
ス
ト
ラ
イ
キ
は
世
界
の
労
働
者

の
共
通
の
武
器
で
す
。
こ
の
真
実
の
一

端
を
突
き
付
け
ら
れ
た
だ
け

で
、
会
社
側
は
追
い
詰
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

情
勢
は
私
た
ち
現
場
労
働

者
が
握
っ
て
い
ま
す
。
胸
を

は
り
誇
り
を
も
っ
て
、
「
出

向
拒
否
」
で
団
結
し
、
展
望

を
こ
じ
開
け
よ
う
。
正
規
職

も
非
正
規
職
も
敵
は
同
じ
で

す
。
全
国
の
全
逓
労
働
者
の

仲
間
と
と
も
に
闘
お
う
！

小
泉
政
権
が
強
行
し
た
郵

政
民
営
化
は
、
果

て
し
な
い
労
働
強

化
と
劇
的
な
賃
下

げ
（
非
正
規
職
化
）、

そ
し
て
『
首
切
り

の
自
由
化
』
で
し
た
。
資
本
家
の
政
府

は
こ
の
政
治
の
継
続
で
世
界
の
資
本
家

と
「
競
争
」
し
、
石
油
な
ど
の
資
源
を

奪
い
合
い
、
戦
争
準
備
に
ま
い
進
し
て

い
ま
す
。
自
衛
隊
の
最
高
幹
部
が
「
日

本
も
核
武
装
せ
よ
」
「
９
条
改
憲
を
」

と
公
然
と
主
張
し
、
こ
れ
を
自
民
や
民

主
の
右
翼
政
治
家
が
全
面
的
に
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
る
怒
り
に
た
え
な
い
状

況
で
す
。

い
ま
や
労
働
者
こ
そ
が
社
会
の
主
人

公
に
な
る
こ
と
が
、
世
界
中
で
問
わ
れ

て
い
ま
す
。
労
働
者
同
士
が
競
争
さ
せ

ら
れ
、
他
社
の
労
働
者
と
の
つ
ぶ
し
合

い
を
や
る
（
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
計
画
）
の
で
は

な
く
、
企
業
や
産
別
を
超
え
て
す
べ
て

の
労
働
者
は
団
結
し
よ
う
。

来
る
７
月

25
日
に
「
解
雇
撤
回
！

民
営
化
絶
対
反
対
！

７
・
25
東
京
青

年
労
働
者
集
会
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ

の
集
会
は
、
先
の
５
月
31
日
を
も
っ
て

日
逓
（
現
・
郵
便
輸
送
会
社
）
中
野
を

雇
止
め
・
解
雇
さ
れ
た
小
林
君
の
解
雇

撤
回
闘
争
を
中
心
に
、
正
規
と
非
正
規

労
働
者
の
団
結
を
つ
く
り
出
し
、
民
営

化
攻
撃
に
郵
政
労
働
者
の
大
反
撃
を
つ

く
り
出
し
て
い
く
集
会
で
す
（
裏
面
の

ア
ピ
ー
ル
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
。
多
く

の
郵
政
労
働
者
の
参
加
を
訴
え
ま
す
。

２００９年
７月13日
発行

（ビラの感想や職場状況など、またビラに載せてほしいことなどを、気軽にお寄せください。電話・メールどちらでも結構です。）

（
裏
面
に
続
き
ま
す
）

７
月
１
日
内
命
が
延
期
。

我
々
は
初
戦
で
勝
利
し

た
！

・JP労組本部打倒、労働組合を甦らせよう！

・動労千葉・法大闘争と団結して闘おう！

・８月ヒロシマ・ナガサキ反戦反核闘争か

ら 11月集会の１万人結集を実現しよう！

● ７月25日(土) 午後６時半～

● 杉並産業商工会館（下図を参照）

● 主催７・25集会実行委員会

【よびかけ】

・全国労組交流センター 全逓労働者部会

・東京労組交流センター

・一般合同労組東京西部ユニオン

（行き方）

ＪＲ阿佐ヶ谷駅から

徒歩５分、

地下鉄・丸ノ内線・

南阿佐ヶ谷駅から徒

歩５分
職
場
は
俺
た
ち
労
働
者

が
動
か
し
て
い
る
！

労
働
者
の
団
結
が

世
界
を
変
え
る



７
月
６
日
、
米
国
と
ロ
シ
ア
は
12
月
期
限

切
れ
と
な
る
第
一
次
戦
略
兵
器
削
減
条
約

（
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
１
）
の
「
後
継
条
約
」
の
基
本

枠
組
み
で
合
意
し
ま
し
た
。
向
こ
う
７
年
間

で
戦
略
核
弾
頭
の
保
有
数
を
１
６
７
５
～
１

５
０
０
発
に
（
02
年
条
約
で
は
２
２
０
０
～

１
７
０
０
発
）
、
ま
た
核
弾
頭
の
運
搬
手
段

（
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
）
を
１
１
０
０
～
５
０
０
（
同
１

６
０
０
）
に
削
減
す
る
と
い
う
の
で
す
。

現
在
、
米
ロ
が
世
界
の
９
割
以
上
の
核
兵

器
を
保
有
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
合
意
に
法

的
拘
束
力
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
Ｇ
８

（
ラ
ク
イ
ラ
サ
ミ
ッ
ト
）
で
は
、
こ
の
オ
バ
マ

戦
略
に
賛
同
し
「
核
の
な
い
世
界
」
を
め
ざ

す
首
脳
声
明
を
採
択
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
は
と
ん
で
も
な
い
ペ
テ
ン

で
す
。
「
核
不
拡
散
」
を
掲
げ
て
ア
メ
リ
カ
が

「
核
独
占
」
す
る
。
「
正
義
」
づ
ら
し
て
「
核

不
拡
散
」
に
敵
対
し
た
と
言
っ
て
北
朝
鮮
や

イ
ラ
ン
に
圧
倒
的
な
軍
事
力
で
重
圧
を
加
え
、

イ
ラ
ク
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
続
く
侵
略
戦

争
を
拡
大
・
激
化
す
る
。
そ
の
た
め
に
は

「
先
制
的
核
戦
争
」
も
強
行
す
る
ー
と
い
う
の

が
米
国
オ
バ
マ
政
権
の
本
質
で
す
。

世
界
大
恐
慌
下
で
企
業
・
資
本
が
生
き
延

び
る
た
め
に
問
答
無
用
で
労
働
者
の
首
を
切

り
、
大
幅
賃
下
げ
と
無
際
限
の
労
働
強
化
を

強
い
る
や
り
方
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
す
！

「
核
の
な
い
世
界
」
を
語
り
「
核
独
占
」
す
る
。

「
企
業
が
生
き
延
び
る
た
め
」
と
い
っ
て
「
大

幅
賃
下
げ
、
大
量
解
雇
」
を
平
然
と
強
行
す

る
。
こ
れ
が
資
本
主
義
・
帝
国
主
義
社
会
で

す
！

怒
り
に
堪
え
ま
せ
ん
！

現
に
米
国
オ
バ
マ
政
権
は
６
月
29
日
、
バ

ン
デ
ン
バ
ー
グ
空
軍
基
地
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
）
の
地
下
サ
イ
ロ
か
ら
３
段
式
ロ
ケ
ッ

ト
「
ミ
ニ
ッ
ト
マ
ン
３
」
を
発
射
さ
せ
、
約

８
７
０
０
キ
ロ
を
飛
行
、
太
平
洋
上
の
マ
ー

シ
ャ
ル
諸
島
ク
エ
ゼ
リ
ン
環
礁
近
く
の
目
標

に
着
弾
さ
せ
る
実
験
を
行
い
ま
し
た
（
ち
な

み
に
４
月
５
日
の
北
朝
鮮
「
衛
星
ロ
ケ
ッ
ト
」

の
飛
距
離
は
３
０
０
０
キ
ロ
で
す
。
問
題
に

も
な
り
ま
せ
ん
）。

日
本
は
「
海
賊
対
策
」
と
称
し
て
自
衛
隊

３
軍
を
ソ
マ
リ
ア
沖
に
派
兵
し
、
ア
メ
リ
カ

の
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
実
験
や
韓
国

の
「
衛
星
ロ
ケ
ッ
ト
」
は
不
問
に
し
な
が
ら

北
朝
鮮
へ
の
排
外
主
義
を
煽
る
と
と
も
に
、

全
面
禁
輸
や
船
舶
臨
検
特
措
法
案
制
定
で
北

朝
鮮
へ
の
軍
事
重
圧
を
激
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
資
本
主
義
・
帝
国
主
義
が
戦
争
に
突

入
す
る
と
き
の
や
り
方
で
す
。

と
こ
ろ
が
日
本
共
産
党
・
志
位
委
員
長
、

全
労
連
や
連
合
、
原
水
禁
や
原
水
協
ら
の
既

成
指
導
部
ら
は
す
べ
て
、
オ
バ
マ
の
４
・
５

プ
ラ
ハ
演
説
（
「
核
独
占
（
＝
核
不
拡
散
）
」

と
「
新
た
な
核
世
界
戦
争
宣
言
」
）
を
「
核
廃

絶
宣
言
」
で
あ
る
と
賛
美
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ほ
ど
の
本
末
転
倒
は
あ
り
ま
せ
ん
！

要

す
る
に
、
日
本
共
産
党
や
全
労
連
・
連
合
の

既
成
労
働
組
合
は
、
新
自
由
主
義
の
破
綻
と

し
て
現
れ
た
世
界
大
恐
慌
下
で
、
資
本
主
義
・

帝
国
主
義
が
延
命
す
る
た
め
の
大
失
業
攻
撃

と
世
界
戦
争
政
策
の
先
兵
に
な
る
と
宣
言
し

て
い
る
の
で
す
。
絶
対
に
許
せ
ま
せ
ん
！

み
な
さ
ん
。
労
働
者
が
職
場
生
産
点
で
団

結
し
、
闘
わ
な
い
労
働
組
合
を
ぶ
っ
飛
ば
し
、

労
働
組
合
を
労
働
者
一
人
ひ
と
り
の
手
に
奪

い
返
そ
う
。
そ
う
す
れ
ば
労
働
者
に
塗
炭
の

苦
し
み
と
死
を
強
制
す
る
資
本
主
義
・
帝
国

主
義
を
打
倒
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

動
労
千
葉
は
、
米
国
Ｉ
Ｌ
Ｗ
Ｕ
の
呼
び
か

け
に
応
え
て
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
行
進

（
写
真
）
に
決
起
し
ま
し
た
。
労
働
者
・
労
働

組
合
の
国
際
的
団
結
で
戦
争
を
止
め
よ
う
！

８
・
６
ヒ
ロ
シ
マ
大
行
動
に
参
加
し
よ
う
！

動労千葉訪米団がサンフランシスコをデモ行進！ 米国ＩＬＷ
Ｕ（国際港湾倉庫労組）の呼びかけに応えて「サンフランシスコ・ゼネ

スト７５周年行進」に参加して、世界の闘う労働者・労働組合と共に

サンフランシスコの港をデモする動労千葉訪米団（2009年７月９日）

米
国
オ
バ
マ
政
権
が
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ

発
射
実
験
を
強
行
！

来
る
７
月

25
日
に
「
解
雇
撤

回
！

民
営
化
絶
対
反
対
！

７
・

25
東
京
青
年
労
働
者
集
会
」
を
行

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

５
月
末
、
日
本
郵
便
輸
送
（
旧

日
逓
）
中
野
営
業
所
の

14
名
の

非
正
規
労
働
者
と
数
十
名
の
派
遣

労
働
者
の
大
量
解
雇
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
攻
撃
に
対
し
て
集
荷

パ
ー
ト
労
働
者
の
小
林
久
志
（
Ｊ

Ｐ
労
組
東
京
郵
便
輸
送
支
部
組
合

員
）
君
は
、
解
雇
撤
回
を
求
め
て

闘
い
ぬ
い
て
い
ま
す
。

今
回
の
「
集
荷
パ
ー
ト
臨
時
社

員
」
14
人
に
対
す
る
解
雇
攻
撃
は
、

「
集
荷
パ
ー
ト
臨
時
社
員
」
の
首

を
切
っ
て
、
そ
の
代
替
の
労
働
者

に
、
さ
ら
な
る
低
賃
金
と
不
安
定

雇
用
化
を
強
制
し
、
最
終
的
に
は

Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
に
移
行
さ
せ
る
と
い
う

攻
撃
で
す
。
首
切
り
を
宣
告
さ
れ

た
労
働
者
は
、
次
の
代
替
の
労
働

者
に
仕
事
を
教
え
る
と
い
う
、
許

し
難
い
屈
辱
を
受
け
ま
し
た
。

小
林
君
は
言
う
。
「
確
か
に
当

局
と
組
合
の
提
案
す
る
『
希
望
願

い
』
に
応
じ
て
、
次
の
職
場
を
確

保
す
る
と
い
う
道
も
あ
っ
た
。
し

か
し
、
そ
の
先
に
あ
る
の
は
、
更

な
る
首
切
り
と
『
希
望
願
い
』
に

よ
る
た
ら
い
回
し
だ
。
Ｊ
Ｐ
労
組

幹
部
の
『
闘
っ
て
も
勝
て
な
い
』

と
い
う
攻
撃
に
一
生
頭
を
下
げ
て

生
き
る
こ
と
に
な
る
。
そ
ん
な
生

き
方
は
し
た
く
な
い
」
と

。

日
逓
・
中
野
で
起
き
て
い
る
問

題
は
、
郵
政
を
は
じ
め
す
べ
て
の

職
場
で
起
き
て
い
る
民
営
化
攻
撃

そ
の
も
の
で
す
。

郵
政
民
営
化
絶
対
反
対
の
闘
い

は
、
正
規
と
非
正
規
労
働
者
の
団

結
を
つ
く
り
だ
す
闘
い
で
す
。
日

逓
・
中
野
の
闘
い
は
、
全
逓
・
銀

座
の
青
年
労
働
者
と
の
団
結
を
つ

く
り
出
し
て
い
ま
す
。

国
鉄
分
割
民
営
化
か
ら

20
年
、

青
年
の
半
数
以
上
が
非
正
規
労
働

者
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
ん

な
現
実
を
ひ
っ
く
り
返
そ
う
。

７
・
25
集
会
は
、
正
規
・
非
正

規
労
働
者
の
団
結
を
か
た
め
、
民

営
化
攻
撃
に
反
撃
す
る
集
会
で
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

８
月
６
日
（
木
）
12
時
半
・集
会

３
時
・デ
モ

広
島
県
立
総
合
体
育
館
小
ア
リ
ー
ナ

■
関
連
行
事

８
月
５
日
（
水
）

午
後
／
産
別
交
流
集
会
（
東
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー
）

午
後
６
時
／
青
年
労
働
者
交
流
集
会
（
同
）

労
働
者
の
国
際
的
団
結
の
力
の

み
が
戦
争
を
止
め
る
！

７
・
25
東
京
青
年
労
働
者
集
会
へ
の
参
加
を

Ｊ
Ｐ
労
組
東
京
銀
座
支
部
（
銀
座
局
集
配
課
）
星
野

勝
紀

日
逓
・
中
野
の
た
た
か
い

正
規
・
非
正
規
の
分
断
粉
砕


